
№ 学校名 路線名 箇所名 通学路の状況 現在の対応 合同点検年 対策内容 事業主体 対策年度

1 塩田小
市道塩田小学
校道線

塩田小学校
校門前

・緩やかなカーブになっているの
で見通しが悪い。
・学校の前にも関わらず、スピー
ドが出ている車が多い。

・毎朝、児童会と職員があいさつ運
動かねて立ち番をしている。

令和3年
・車両運転者へ注意を促すため、「文」のマークの路面標示を
行った。

淡路市
令和4年度
実施

2 塩田小
県道469号線
（上内膳塩尾
線）

塩田会館前の
横断歩道

・長い下り坂で、安乎方面にス
ピードを出して走る車が多い。

・一斉下校時に、通行に気をつける
よう指導している。

令和3年
・車両運転者に注意を促すため
①横断歩道予告マークを塗り替えた。
②道路横に注意喚起看板を設置した。

兵庫県
公安委員会

令和3年度
実施

3 志筑小
市道新孫九郎
線

「1番星」裏側の
市道から明神
山側へ入るとこ
ろ

・カーブになっていて、見通しが
悪く、対向車両が確認しづらい。
・減速しない車両もある。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年
・車両運転者に注意を促すため、カーブ手前に電柱幕を設置
した。

淡路市
令和4年度
実施

4 志筑小
市道新戎橋3
号線

志筑小学校へ
つながる道

・直線道路で車もスピードを出し
やすい。
・道幅も狭く、一部溝蓋が未設
置の箇所があり通行しづらい。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年 ・歩行者が安心して通行できるよう側溝に蓋掛けを行った。 淡路市
令和4年度
実施

5 中田小

市道池の脇１
号線と県道
467号線（木曽
上中田線）

中田583-2付
近

・水路に設置されている柵に隙
間ががあり、通学中に児童が
誤って転落する可能性がある。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年 ・児童の転落を防止するため、転落防止柵を設置した。
兵庫県
淡路市

令和3年度
実施

6 大町小
市道大谷倉尾
環状線

大町保育所東
側

・下り坂で車もスピードが出やす
い。
・道幅も狭く道路脇の田んぼに
児童が落下する恐れがある。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年 ・児童の転落を防止するため、転落防止柵を設置した。 淡路市
令和4年度
実施

7 大町小
市道大歳柳沢
線

新世薬局大町
店前から大町
下会館間

・道幅が狭く、両側に家屋もあ
り、見通しが悪い。
・進入口までは幅広で、車は速
度を落とさずに進入してくる。

・安全に気を付けて通行するよう児
童に指導している。

令和3年
・車両運転者に注意を促すため
①外側線とグリーンベルトを設置した。
②道路横に注意喚起看板を設置した。

淡路市

①令和4年度
実施

②令和4年度
実施

8 大町小
県道66号線
（大谷鮎原神
代線）

木曽上横断歩
道

・減速せずに通過する車が多
い。また、横断歩道が見えにくい
状態になっている。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年 ・車両運転者に注意を促すため、横断歩道を塗り替えた。 公安委員会
令和3年度
実施
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9 大町小
県道66号線
（大谷鮎原神
代線）

木曽上畑42-1
から曽上畑84-
1付近

・グリーンベルトが一部破損してお
り、雨量の多い日には水たまりがで
きる。
・グリーンベルトが狭いうえに草が
覆いかぶさって通行しにくい。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年
①水たまりにならないようグリーンベルトを補修した。
②グリーンベルトにかかる雑草を除草した。

兵庫県
令和3年度
実施

10 大町小
市道大歳柳沢
線

順心淡路病院
駐車場前直線

・道路の幅が狭い上、通学の時
間帯の交通量が多く、車がス
ピードを出して通る。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年
・車両運転者に注意を促すため
①グリーンベルトを設置した。
②道路横に注意喚起看板を設置した。

淡路市

①令和4年度
実施

②令和4年度
実施

11 津名東小 市道大南線 大谷1183付近

・県道66号線を通行する車両が、
大谷交差点信号を回避するため
抜け道として利用している。
・道幅が狭いにもかかわらず通学・
通勤時間帯には多くの車がかなり
の速度で通行している。

・学級での交通安全指導を行い、安
全に注意して通行するよう児童に注
意喚起している。

令和3年
・車両運転者に児童通学路であることが分かるよう注意喚起
看板を設置した。

淡路市
令和4年度
実施

12 津名東小
市道大谷箸倉
線

市道から国道
28号線への合
流部分

・坂道の終点での合流となること
に加え、左右が塀になっており、
ミラーがあるが安全確認がしにく
い。

・安全標識やミラーの確認の指導、
十分注意を払うように指導している。

令和3年
・車両運転者に注意を促すため
①注意喚起看板を設置した。
②外側線の巻き込み部を2ｍ程度延長した。

国
淡路市

①令和4年度
実施

②令和4年度
実施

13 津名東小
市道段原１号
線

生穂川に架か
る橋付近

・ガードレールが橋にしかない。
その西側も道が細く、溝になって
おり、車を避けるために転落しそ
うになる。

・安全に注意して通行するよう児童
生徒に指導している。

令和3年
・児童の転落を防止するため、溝への転落防止柵を設置し
た。

淡路市
令和4年度
実施

14 津名東小 国道28号線
津名東小学校
下交差点

・見通しの良い道路で車もスピード
を出しやすく、横断を待つ児童に
車が突っ込む心配がある。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年
・信号を待つ児童を守るため、現在の歩行者溜まりを拡張し、
待避所を設置した。

国
令和4年度
実施

15 学習小 国道28号線
学習小学校正
門付近

・交通量が多く、道路が正門手前
でカーブしており見通しが悪い上
に、下り坂で車の速度が速くなりが
ちである。

・児童の横断、保護者等の車での学
校への出入りは、気を付けて行うよう
注意喚起している。

令和3年
・車の速度抑制のため今後の外側線等の塗り直し時に、上り
線の学校敷地にかかる手前に減速マーク（破線）を設置し
た。

国
令和4年度
実施

16 学習小 国道28号線
理容店ヒロ前歩
道

・自動車の速度が速くなる箇所
でもある。
・歩道の幅が一部狭くなってお
り、通学する児童が車道にはみ
出してしまう恐れがある。

・歩道をはみ出さないよう交通立ち
番を実施している。

令和3年
・車道へのはみ出しを防止するためポストポールの増設を
行った。

国
令和4年度
実施
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17 学習小
市道久留麻楠
本線

北の街駐車場
沿い交差点

・道路が下り坂になっている。
・ブロック塀で見通しが悪い

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年
・車両運転者に児童通学路であることが分かるよう注意喚起
看板を設置した。

淡路市
令和4年度
実施

18 学習小
市道学習小学
校東小線

学習小裏門沿
い市道

・国道への抜け道として使ってい
る車がある。
・道幅が狭く、車両との接触や蓋
のない水路、草むらなどの転落
につながる可能性がある。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年
・車両運転者に児童通学路であることが分かるよう注意喚起
看板を設置した。

淡路市
令和4年度
実施

19 浦小
市道久留麻楠
本線

浦保育所側グ
ラウンド出入口
付近

・運動場から市道へ出ようとする
際、左側からの歩行者に気づき
にくく、巻き込む恐れがある。

・学校だよりや立て看板等により、注
意喚起を行っている。

令和3年 ・視認性の改善を図るため、植え込みの撤去を行った。 淡路市
令和3年度
実施

20 石屋小 市道茶間川線

茶間川沿い交
差点付近から
石屋小学校へ
至る市道

・多数の児童の通学路である
が、観光等で交通量や路上駐
車が増えたうえ、十分な道幅が
ない。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導、保護者へも呼びかけてい
る。

令和3年
・車両運転者へ注意を促すため、外側線とグリーンベルトの
設置を行った。

淡路市
令和4年度
実施

21 北淡小 市道細川線
北淡ＩＣバス停
から市営住宅に
至る市道

・坂道の中間がカーブになっており
見通しが効かない。
・通学時間帯は、車の量も多い。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年
・車両運転者に注意を促すため、カーブの手前に電柱幕を設
置した。

淡路市
令和4年度
実施

22 北淡小
県道31号線
（福良江井岩
屋線）

野島市営住宅
から蟇浦団地
バス停間の県
道

・路側帯部にかかる雑木の繁茂や
堆積土砂のため、路側帯部分を
歩きにくい。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年
・歩行者が安心して通行できるよう
①雑木については、剪定を行った。
②スクールバスのバス停までグリーンベルトを設置した。

兵庫県
令和3年度
実施

23
多賀小
（新）

県道８８号線
（志筑郡家線）

落合橋横断歩
道

・登校時間帯は特に交通量も多
い。
・直線道路でスピードを出す車が
多い。

・年度初めに集団下校及び年２回の
職員とＰＴＡの交通立番を行うととも
に、ＰＴＡが安全坊やを設置してい
る。併せて児童には日常的に安全指
導を行っている。

令和3年
・車両運転者へ注意を促すため、注意喚起看板と「文注意」
の路面標示の設置を行った。

兵庫県
令和5年度
実施

24 一宮小
市道中島郡家
線

喫茶シック付近
横断歩道

・道が緩やかなカーブになってお
りピードを出す車が多い。
・登校時間帯は交通量も多い。

・安全に注意して通行するよう児童
に指導している。

令和3年
・車両運転者へ注意を促すため、注意喚起看板の設置を
行った。

淡路市
令和4年度
実施

25 津名中
市道志筑中央
線

志筑天神交差
点から田井交
差点の間

・朝は特に交通量も多く、緩やか
なカーブでは前方の見通しが悪
い。

・安全に注意して通行するよう交通
指導を行っている。

令和3年
・車両運転者へ注意を促すため、注意喚起看板の設置を
行った。

淡路市
令和4年度
実施
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26 東浦中
市道絵堂河内
線

白山１８６付近

・木々がうっそうとしていて登下
校生の視界を遮っている。
・大雨のときは、冠水するところ
がある。

・安全に注意して通行するよう生徒
に指導している。

令和3年
・民地からでている木々であるので、視界改善のため可能な
範囲で対応した。

淡路市
令和3年度
実施

27 東浦中
市道久留麻楠
本線

浦保育所出入
口付近

・道路の一部が割れてくぼみが
できており、自転車の車輪がは
まって転倒する恐れがある。

・安全に注意して通行するよう生徒
に指導している。

令和3年 ・安全に通行できるよう補修を行った。 淡路市
令和3年度
実施

28 東浦中
市道久留麻楠
本線

今出川橋付近

・橋に設置されている防護柵が
小さすぎるため、自転車がふら
ついたとき転落の恐れがある。
・橋の付近にも柵が必要な箇所
がある。

・安全に注意して通行するよう生徒
に指導している。

令和3年
・生徒が安心して通行できるよう橋に転落防止柵とその近辺
にポールを設置を行った。

淡路市
令和4年度
実施

29 東浦中
市道久留麻楠
本線と市道神
田城原線

北の街駐車場
横T字路

・Ｔ字路を中学校側に曲がる手
前に小屋が建ち、非常に見通し
が悪くなった。

・ＨＲ等で、生徒への注意喚起を行っ
ている。

令和3年
・歩行者の通行の安全を図るため
①注意喚起看板を設置した。
②薄くなっている外側線及びカラー舗装の塗り直しを行った。

淡路市

①令和4年度
実施

②令和4年度
実施

30 岩屋中
市道岩屋中央
線

関海事事務所
前交差点

・商店街を通行中、県道側、小
学校側から商店街を横切る車
が見えにくい。

・安全に注意して通行するようHR、集
会などで注意喚起をしている

令和3年
・海側から来る車から商店街の歩行者が確認できるように
カーブミラーを設置した。

淡路市
令和4年度
実施

31 北淡中
県道31号線
（福良江井岩
屋線）

浅野南92付近

・交通量も多く自転車のすぐ側を
自動車が走行している。
・側溝に溝蓋がない箇所もあり、
落下する恐れがある。

・安全に注意して通行するよう登下
校指導時に注意喚起をしている。

令和3年 ・側溝への転落を防止するため溝蓋の設置を行う。 兵庫県

令和6年度
実施予定
工法を
再検討

32 一宮中
県道３１号線
（福良江井岩
屋線）

尾崎から郡家ま
での直線区間

・県道沿いの飲食店等の観光施
設の開発により交通量は大幅に
増えている。
・施設の駐車場が県道の両側に
位置しているため、車両の出入り
が複雑化している。

・安全に注意して通行するよう生徒
に通学指導している。

令和3年
・車両運転者へ注意を促すため、外側線とグリーンベルトの
設置を行う。

兵庫県
令和5年度
実施予定

黒字は対策実施済箇所、赤字は対策予定箇所　※対策実施が確認され次第更新


